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若桜町監査委員　藤原　重明
同　　　　山本　安雄
定期監査の結果について
　地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき定期監査を実施したので、その結果を同条第９項の規定により、下記のとおり提出します。
記
	１　監査の実施日
	平成３０年１１月２８日（水）

	２　実施場所
	役場３階　全員協議室

	３　監査の方法と
　範囲
	（1） 　平成２９年度若桜町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並
　　びに基金運用状況の審査意見のうち、留意、検討を要する事項に
　　係る検討結果及び今後の改善実施計画等についての意見交換
（総務課、ふるさと創生課、税務課、町民福祉課、農林建設課、
　　にぎわい創出課、教育委員会事務局）
（２）　農林建設課の所管事務のうち、次の事務に係る執行状況について職員から口述等を求めて実施した。
○　地籍調査における進捗状況
〇　簡易水道事業を取り巻く状況と課題など
○　その他、所管に関すること


	４　監査の着眼点
	（1） 　上記（１）について
平成２９年度若桜町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況の審査意見のうち、留意、検討を要する事項に係る検討結果及び今後の改善実施計画等は、効率的に組織運営がなされ、法令を遵守して事務事業が執行されているか。
（２）　上記（２）について
（１）事業の執行は、計画的かつ効率的に行われているか。
（２）契約の手続き、締結、履行は、適切に行われているか。


	５　監査の結果
	（1） ３（１）について
報告書に基づいて、各課と意見交換を行った。それぞれ改善計画のとおり着実に実行していただきたい。
（2） ３（２）について
がんばる地域プランにおける「エゴマ」「米」については、事業を具体的に進められたい。



以上
